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尚美学園大学学長

久保  公人先生

研究で世界に伍していくこと
と同じように、大学の教育力
を上げていくことが大事

 　18歳人口が大きく減少し、総人口も
減少期に入った日本において、将来を
支えていく若者の教育がこれまで以上
に重要であることに、誰も異論はない
と思います。一人ひとりの若者がしっ
かりとした教育を受け、社会を支えて
いけるようにすることは国の責務であ
るとともに、大学、中でも学生の８割を
受け入れている私立大学の大きな役割
だと思います。
　国による高等教育における大きな制
度面の改革や枠組作りは、現状、トップ
エリートの底上げ、研究面で世界に伍
していくための政策に傾きがちです。
これは指標も立ち、説明しやすいから
ですが、実は日本の学生の大部分、将
来、社会へ出て日本を支えていくであ
ろうほとんどの学生は、こうした政策
の恩恵を受けることはありません。企
業の90％以上は中小企業と言われる

中、その多くはそういうところへ就職
し、有権者として地道に日本を支えて
いくわけですから、そうした社会人全
体のレベルを少しでも上げる政策にも
力を入れなければ、日本の将来は危う
いと思います。
　またこれも一般的に言われることで
すが、優秀層には富裕層の子弟が多く、
将来の保証もある。かつ国立大学へ進
めば学費も少なくてすみます。しかし
８割を占める私立大学生の中にはその
反対のケースも多いのです。
　確かに右上がりの高度成長時代に
は、階層構造の中で、トップ層を伸ばせ
ば、次の層、その次の層へとそれが伝播
していくという図式を描くことも可能
だったかもしれません。しかしこれか
らのフラットな、しかも少子化の進む
社会では、世界に伍していかねばなら
ないという部分は残るとしても、若者
一人ひとりに知識とノウハウを身に着
けてもらい、一人の落ちこぼれもなく、
生き甲斐を持って逞しく生きていって
もらわなければなりません。

　昨今は、少子化の中でたまたま仕事
が増え、就職状況も改善していますが、
かつてのように市場そのものが拡大
していき、学生がいくら増えても仕事
も増えていくという状況ではありませ
ん。しかも、全員が東京を目指し、「末は
博士か大臣か」と言われたように出世
を望んでいたのとは違い、今は、社長
になりたい人が少ないと言われるよう
に、そこそこの暮らしができればいい
というマインドが若者の間に蔓延して
います。こうした中で、日本の繁栄を維
持していくには高等教育においても、
一部のトップエリートだけでなく、あら
ゆる層に配慮した政策を立案し、予算
を配分していくことが強く求められる
と思います。高等教育の無償化もいよ
いよ始まりますが、とりわけ中堅以下
の成績の学生を受け入れている大都市
圏周辺や地方の中小規模大学、その多
くは教育に力を入れているところでも
ありますが、そういう大学への投資が
切に望まれます。

大学トップから高校生へのメッセージ
受験生・保護者、高等学校の進路指導に大きな波紋を投げかけている大規模大学の入学定員管理の厳格化※１。
少子化が進む中、東京を頂点に大都市圏の大規模大学等に学生が集中し、
大都市圏周辺や地方の中小規模大学の学生募集にしわ寄せが及ぶことへの救済策として始まった。
自由競争を阻害するなどの批判も聞かれたが、効果が覿面に表れた今は、そうした大学の真価が問われる時でもある。
大都市圏周辺や地方にあって、中小規模ながら受験生に選ばれ続ける大学※２とは。
文部科学省で高等教育、私学担当などを歴任され、
４年前から尚美学園大学の学長を務められる久保公人先生にお聞きした。
※１　「平成２８年度以降の定員管理に係る私立大学等経常費補助金の取扱について（通知　平成２７年７月１０日付）」において、「平成３１年度から、入学定員充足率が１．０倍を超える入学者がいる場
合、超過入学者数に応じた学生経費相当額を減額する措置を導入する。」としていたことについては、平成２８年度から平成３０年度までの３年間にわたって段階的に実施した不交付となる入学定員超過
率の厳格化により、三大都市圏における入学定員超過や三大都市圏以外の地域における入学定員未充足の改善（※１）、三大都市圏に所在する大・中規模大学における入学定員を超える入学者数
の縮減（※２）といった効果が見られ…平成３０年９月１１日「平成３１年度以降の定員管理に係る私立大学等経常費補助金の取扱について（通知）」より
※２　「…我が国の高等教育機関については、私立大学が多く、かつ、小規模な大学等が多いのが特徴であり、特に小規模な大学が多い地方において…今後とも、地方の学生のニーズに応える質の高
い教育機会を確保していくことが重要である。少子化は、経営面で厳しい影響を及ぼすことは確かであるが、一方で少人数教育によって教育の質を高めることが可能…。」[「今後の高等教育の将来像の
提示に向けた中間まとめ」（2018年6月28日　中教審大学分科会将来構想部会）４.18歳人口の減少を踏まえた大学の規模や地域配置（地方における教育機会）より] 

デキル！学部
2020年4月、尚美学園大学に
スポーツマネジメント学部(構想中)
が開設予定
スポーツを学ぶ。
社会をリードする。

進路のヒント　
人を育てる、人をケアする、
人に寄り添う人になろう！ 
加速する国立大学改革—教育学部
2020年、日本初の
共同教育学部へ！
教育学部から、大学教育改革を
再加速したい
宇都宮大学長　石田　朋靖 先生
群馬大学長　平塚　浩士 先生

シリーズ 大学が地域の核になる
京都文教大学の挑戦
〜地域とより一層の繋がりを
築くために〜

大学ジャーナルオンラインから
縦組み1から5面(裏面からご覧ください)

科学の甲子園特集
実技競技詳細解説
連載 16歳からの大学論
むしろ「知識」ではなく「考え」を
京都大学准教授　宮野公樹 先生

第8回科学の甲子園特集

京都大学法学部 昭和55年卒
文部科学省教育助成局施設助成課長、

高等教育局主任大学改革官、
同私学部私学行政課長、生涯学習政策局政策課長、

同生涯学習総括官、大臣官房人事課長、
高等教育局担当審議官、スポーツ・青少年局長を経て現職

この間、北九州市企画局長、
東京大学理事等を歴任
日本高等教育学会会員

滋賀県立膳所高等学校出身
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少子化、大都市圏集中の中で
選ばれる周辺、地方の
中小規模大学とは

《特色ある教育、面倒見の良い教育。
素早い意思決定》
　もちろん限られた国の予算に対して、要
求しているだけでは埒が明きませんから、
各私立大学には建学の精神に基づき、自
覚を持って、それぞれのアセスメント・ポ
リシー※３にそって人材を育成し、送り出し
た社会から高く評価されるよう努力する
ことが求められています。本学で言えば、
まさに開学の指針である「勇気・創造」を
持って、ということになります。
　中小規模大学には、一人ひとりの学生に
目を向けた教育がしやすいということと、
少ない学部や学科構成の中で教育の特色
を打ち出しやすいという強みがあると思
います。
　本学を例に取れば、音楽の短期大学で
スタートした経緯から、一人ひとりを大切
にしていこうという伝統の下、短期大学時
代には、学長を筆頭に全教員が全ての学
生の名前を覚えているなど、とてもアット
ホームな雰囲気があったとも聞いていま
す。４年制となり総合政策学部を作り、そ
れは多少薄らいだかもしれませんが、クラ
ス担任とは別に80名の全専任教員が、全
学生約2500名を分担して授業や学生生活
について相談に乗る「アドバイザー制度」
などに、伝統はまだ色濃く残っています。
　特色のある教育内容、教育環境を提供
し、スピード感をもって改革できるのも中
小規模大学の特徴です。大規模総合大学
は収入、財源が多く、教員もたくさん雇用
でき、投下すべき資源も潤沢です。しかし
反面、その多くは学部の独立性が強く、大
学全体の特色作りはしにくく、素早い意思
決定も難しい。その点、本学のような中小
規模大学では、音楽とスポーツ、さらには
ビジネスまでカバーする全国的にも珍し
い組み合わせを追求することも可能です。
その結果、幅広い学力層と多様な動機や
キャリア意識を持つ学生が集まり、多様性
に溢れたキャンパスが実現します。学生の
中には、特定の分野に熱中してきた結果、
高校まではそれほど勉強してきていない、
あるいは一生懸命勉強したことがなかっ
たため、大学の学問に触れて「意外に面白
い」と感じる者もいる。一方、情報表現学科
の「音響・映像・照明コース」など、学力レ
ベルは高いけれど、ここにしかない分野と
いうことで集まってくる学生もいます。ス
ターになりたいと入学してくる学生がい
る一方、そう考えて入学したものの、能力
に限界を感じて裏方で生きていきたいと
考えるようになった学生、あるいは最初か
ら音楽関連の会社や組織でスタッフとし
て働きたいと考えている者もいる。また明
確な目的意識もなく入学したけれど、本物
のスタジオさながらの施設、音響設備など
を使って学ぶうちに、自分のしたいことに
目覚めるというケースもあります。
　当然、方向転換のしやすい多様なカリ
キュラム、カリキュラム編成も必要です。
高校時代まで音楽、情報、スポーツなどの
分野に熱中してきて、それを職業にする・
しないにかかわらず、社会人になってもそ

れを趣味として生かしていきたい。そうい
う希望を叶えることのできる大学、そうい
う多様な学生を、大々的に育成できる数少
ない大学を目指すこともできるのです。

※３　アセスメント･ポリシー（学修成果の評価の方針）：尚美学園
大学は、ディプロマ・カリキュラム・アドミッションの３つのポリシーに基
づき、機関レベル（大学全体）、教育課程レベル（学部・学科）、科目
レベル（授業・科目）の３段階で学修成果等を検証する。
１．機関レベル（大学全体）：学生の卒業率、就職率、アンケート等か

ら、学生の学修成果の達成状況を検証する。
２．教育課程レベル（学部・学科）：各学部・学科における卒業要件

達成状況、単位取得状況、GPA等から、教育課程全体を通した
学修成果の達成状況を検証する。

３．科目レベル（授業・科目）：シラバスで提示された学修目標に対す
る評価、授業アンケート等の結果から、科目ごとの学修成果の達
成状況を検証する。

《地域連携》
　地域連携も中小規模大学が持ち味を生
かすための重要な取組の一つです。本学
の立地する川越市は、埼玉県の中でも小江
戸川越と呼ばれ、商業、工業ではなく歴史
と伝統を謳い、芸術、文化による町づくり
のために、伝統文化、音楽、芸術と連携して
いきたいとしています。こうした中で、市
長も本学の音楽祭に時々足を運ばれたり、
市主催の物産展などの様々なイベントに、
本学の音楽やスポーツ分野の学生が、ボラ
ンティアとして参加したりするなど、本学
との連携を深めています。私も、北九州市
へ出向して地域のための人材づくりに携
わった経験を活かし、川越駅前のホールの
アドバイザリーボード（経営諮問委員会）
に入ったり、商工会等へ顔を出したりして
人脈作りに励んでいます。周辺の大学も、
それぞれ地域との連携を進めていますが、
地理的には本学が真ん中に位置していて、
結びつきも一番強いと思います。また同
じ音楽でも、ポップス、ジャズ、ミュージカ
ル、ダンスと幅広いジャンルをカバーし、
よりエンターテイメント系に寄っている
本学は、市の求める文化とのかかわりを持
ちやすいとも言えます。

時代に対応した教育で、
可能性を秘めた大学に

　グローバル化が加速するとともに、
Society 5.0などの新しい社会への移行が
目指される中、個々に求められるものやス
キルは、今後、大きく変化していくと予想
されます。ところが大学は、そうした変化
に合わせるというより、自らが用意した学
問分野毎に、たとえば法学部、経済学部、理
学部といったような枠組みで学生を集め
てきましたし、各学部の構成も、総合政策
系の学部なら、法・経といった伝統的な学
問分野を中心に置き、学生がその中から将
来のキャリアを想定して必要な科目を選
択していくという形がほとんどでした。
　しかし今は、それだけですべての受験生
のニーズに応えられるとは思えません。今
後の大学運営としては、時代に合わせた学
問分野に重点を置き換え、なおかつ多様な
コース等を設け、さらにそれを臨機応変に
組み替えていく必要がある。たとえば法学
部で言えば、「憲法」を中心に固定するので
はなく、「商法」「会社法」といった、より企
業やビジネスマンに関連の深い科目を増
やす、あるいは公務員、起業家、ビジネスマ
ンを目指す実践的なコースを編成し、中身
も時代に合った科目に組み替えていくと
いった具合です。

　本学ではこのような考えに基づき、ここ
数年間、毎年のように全学でカリキュラム
を改正し、新しい学び方を導入したり、新
しい専攻を作ったりしてきました。具体的
には情報表現学科では、ブラックボックス
化の進む工学系の部分はあえて避け、ソフ
ト分野に軸足を移す。また６つのコースの
中から好きな科目が選べる「クロスオー
バー学習制」の導入です。音楽表現学科で
は、音楽教員を目指す「音楽教育専攻」に
加えて、演奏力を高めることよりも好きな
音楽に係わっていくことを大事にしたい
という学生のための「音楽教養専攻」を開
設しました。
　本学のような大学は、高校からの推薦入
学者が多いため、こうした改革が口コミに
乗ると高校での評価が高まり、学生募集の
追い風になります。実際、入学者数は私が
学長になってから増加に転じ、今年は800
名（定員660名）を超えました。もちろん改
革はこれで十分というわけではありませ
ん。変化の激しい時代には、５年から10年
同じことを続けているとすぐに時代に合
わなくなってくる。今後ともさらなる見直
しを続け、受験生のニーズに合った大学
へと進化していかなければなりません。そ
して近い将来には、学部の壁を取り払い、
もっと自由に好きな科目が取れ、転学科、
転学部もしやすい大学を目指したいと考
えています。

2020年4月、
スポーツマネジメント学部（構想中）
の開設を予定しています

　こうした一連の改革の流れに乗り、
2020年に開設を予定しているのがスポー
ツマネジメント学部（構想中）です。ベー
スとなるのは総合政策学部のライフマネ
ジメント学科スポーツコース。「音楽の尚
美」として知られてきた本学にあって、総
合政策学部の存在は多少認知はされてき
ましたが、その中にあるスポーツコースは
人気を集めてきたわりには認知度があま
り高くなかった。そこでそれをスポーツの
名称を冠した新しい学部に拡大して、芸術
と並ぶ本学のもう一つの柱にしたいと考
えたのです。
　近年、生涯スポーツの概念の浸透や、自

然体験の少ない子どもの健康増進、健全
育成、超高齢社会における介護予防、健康
寿命の延伸など、スポーツの捉え方は大き
く変化し、スポーツ関連人材のニーズも高
まっています。また2011年のスポーツ基本
法に基づき、2012年には「スポーツ基本
計画」が策定され、その起爆剤と目された
オリンピック招致も実現しました。そして
５年目の見直し時期に当たる2017年に出
された「第二期スポーツ基本計画」では、ス
ポーツの概念を「する」だけではなく、「み
る」「ささえる」にまで拡大し、エンターテ
インメント、イベント系、施設管理系など、
分野そのものの拡大も明記されました。ま
たスポーツの成長産業化として、スタジア
ム・アリーナの改革、スポーツ経営人材の
育成・活用、新たなスポーツビジネスの創
出・拡大なども謳われています。
　このような流れの中で、近年はスポーツ
関連分野を教育組織の中に取り入れよう
とする大学も多いようですが、情報表現学
科でエンターテインメント系分野を、総合
政策学科でビジネス分野をカバーする本
学としても、スポーツとそれらの分野とを
連携させた新しいスポーツ学を創出でき
るのではないかと考えました。最近はフェ
ンシングなどでも音響効果をいかして、見
て楽しい演出がされていますし、フィギュ
アや、オリンピックの開会式・閉会式も音
や映像とのセッティングが工夫されてい
ます。スポーツができる学生に、音楽、情報
分野を融合させたエンターテインメント
系やビジネスのノウハウを学んでもらう
ことで、ユニークな領域をカバーする他に
ない「教育」を通じて、「基本計画」が言う
ところの《新しい分野で活躍する人材》を
育成できるのではないかと考えたのです。
　さらに言えば、スポーツと音楽とを市場
規模で比較した場合、前者は少ないと言
われながらも5,5兆円ぐらいあり、CDの売
り上げから見る音楽の約3000億円（レコー
ド協会による）よりも遥かに大きい。しか
もその10 〜20倍と言われるアメリカを意
識して、少なくともこの5,5兆円を2025年
には15兆円にしようという目標も掲げら
れています。社会に役立つ人材育成とい
う観点からも、より大きな市場で活躍する
人材の育成は急務だと考えたのです。

　この新しい日本の大学の試みについては、
二つの視点から見ておく必要があります。一つ
は大学のスポーツ組織が、放映権を持つなど
してビジネスをしながら体制を整備していくとい
う点、そしてもう一つは、スポーツ選手の学業
支援を今以上に強化し、文武両道のスポーツ
マンを育成するという点です。前者については
モデルとしているアメリカのNCAA※５にどれぐ
らい近づけるかはまだまだ未知数ながら、本学
としては主として後者のメリットを勘案して加入
しました。
　アメリカのNCAAはビジネスモデルが完成し
ていますが、日本の体育会、運動部には、外部
から監督、コーチを招くなどして、大学とは独立
して活動してきたところが多い。そのため大学
としてほとんど関与していなかったり、何が行わ
れているか関知していなかったりするケースも
多く、今後それをどう変えていくのかは大きな課

題だと思います。実績のある学生をスポーツ特
待生として募集しサークル活動を作るといった
ように、学生募集戦略に徹して経営と一体とし
てやってきた本学には、そのような心配はありま
せんが、ビジネスモデルとして伸ばしていけるか
は次のステップになります。このことは、大学に
ついてだけでなく、そもそもプロのスポーツ組織
の運営とも関係していて、しばらくは試行錯誤
が続くと思います。
　後者については、アメリカの大学スポーツで
は、学業成績が悪いと試合に出られなくなると
言われていて、日本にもそうした考え方が定着
していけば大学スポーツの質が向上し、大学
でスポーツすることの意味や社会の評価も、こ
れまで以上に高まるのではないでしょうか。

※４　一般社団法人大学スポーツ協会、略称。2019年３月に
日本の大学スポーツを統括する団体として発足。
※５　National Collegiate Athletic Associationの略。全米
大学体育協会。

UNIVAS※４について



03vol.1342019年（令和元年）5月10日大学ジャーナル

OPEN CAMPUS 2019
オープンキャンパスに参加して多彩な「学び」を体験しよう！

参加時間自由 体験講座選択自由
都合のいい時間を選んで
いつでも参加できます!

希望にあわせて興味がある
体験講座にいくつでも参加できます!

6月2日日 6月23日日 7月21日日

8月9日金 8月19日月 8月24日土

9月29日日 12月15日日 2020年
3月29日日

オープンキャンパス開催日程 10:00～１５：００(参加時間自由）

指定サークル体験同時開催

指定サークル体験同時開催

学科ガイダンス
体験講座・入試説明
キャンパス見学ツアー
ワンポイントレッスン
ワークショップ
個別相談
フリーカウンセリング
キャンパスランチ体験など

オープンキャンパス当日プログラム

p o i n t

01
p o i n t

02

教 員 か ら の メ ッ セ ー ジ

デキル!学部 2020年4月、尚美学園大学にスポーツマネジメント学部（構想中）が開設予定

スポーツを学ぶ。社会をリードする。
運動能力の向上のための効果的な指導法をはじめ、健康増進、加えてエンターテインメントや情報ビジネスとの融合で、従来のスポーツ学の枠組みを超えた多彩
な学びを可能にする新しい学部が誕生します。その名もスポーツマネジメント学部(構想中）。学びの最大の特長は、既存の２学部との連携。「健康・科学」領域に「ビ
ジネス・産業」の領域を加えた６つのテーマ（左下一覧）について、卒業後の進路に直結する専門科目群による５つの履修モデル※を選んで学びます。インターンシッ
プ、ボランティアなどの体験型プログラムも充実。また中学・高校教諭の一種免許の他、様々な資格取得が可能です。

小泉　昌幸
教授
学部長予定者

梶　孝之
准教授

茂木　康嘉
専任講師

宮坂　雄悟
専任講師

ここにはスポーツを多面的に捉えた実
践的で新しい学びがあります。入学前
にはスポーツにアンテナを。「スポーツ
が好き」という気持ちを持つ、すべての
人を歓迎します。

好きを深め、得意を極める４年間を。
競技だけでなく、観ること、分析するこ
と、応援することが好きな人もスポー
ツが好きな人です。その好きを活か
し、将来の仕事につなげてほしい。

スポーツは常に自ら考えて行動し、挑戦するもの。ま
た一人で行うものでもありません。４年間、スポーツを
自分の中心軸としたハイブリッドな学びを続けること
で、何にでも興味の持てる、前向きな姿勢を身に着け、
どんな職種でも十分に活躍できる力を養って下さい。

新しい学部には、4年間を通して、自分がどのように
スポーツに関わっていくのかをじっくり考える幅広い
学びの機会があると思います。教員や指導者を目指
す人には、自らの指導を客観的に、長い目で見る力
と、新しい“スポーツ観”を養ってほしいと思います。

スポーツ×ビジネス スポーツ施設への集客、スポーツチームのファン獲
得など経営面に欠かせないノウハウを学びます。

スポーツ×マーケティング
急成長したスポーツ用品メーカーのブランド戦略な
ど、スポーツをキーワードに新しいカルチャーを生み
出す方法を学びます。

スポーツ×イベント 話題の新種目「e-Sports」など世界を沸かせるイベ
ントを考えます。

スポーツ×エンターテインメント
いつでもスポーツ観戦ができるような動画配信サー
ビスなど、情報というアプローチからスポーツの魅力
をいかに発信するかを学びます。

スポーツ×データ分析
トップアスリートの強さの秘密をスポーツ科学で解明
するなど、科学の視点でスポーツを支えるスペシャリ
ストを育成します。

スポーツ×教育・指導
「身体」や「健康」への関心の高まりを背景に、ス
ポーツを通して多くの人々の健康を守るための方法
を学びます。

※プロチーム運営スタッフ、スポーツ施設運営スタッフ、スポーツイベントマネージャー、スポーツインストラクター、保健体育教員

〒350-1110 埼玉県川越市豊田町1-1-1
入試・広報課　0120-80-0082
info@s.shobi-u.ac.jp
大学HP  https://www.shobi-u.ac.jp
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P r o f i l e

昭和30年 2月 6日生まれ。1978年東京大学 農学部 農業工学科
卒。1984年東京大学大学院農学系研究科博士課程修了。1983年
8月山形大学農学部助手。1991年4月同助教授。1992年4月宇都
宮大学農学部助教授。2000年9月同教授。2005年12月国立大学
法人宇都宮大学評議員（兼務）（平成20年3月まで）2008年4月国立
大学法人宇都宮大学農学部長（兼務）（平成21年3月まで）2009年
4月国立大学法人宇都宮大学理事（平成27年3月まで）2015年4月
から現職。群馬県立高崎高等学校出身。

宇都宮大学長
石田　朋靖
先生

改革を加速する国立大学の中にあって、特に注目の集まる教育学部。86大学中の約
半数が設置するように、地域の教育の要、義務教育教員養成の中核的な担い手とし
て期待されている。一方、少子化の進行が止まらない中、教員の需給予測から全体規
模の縮小までもが言及されている（「教員需要の減少期における教員養成・研修機能
の強化に向けて――国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校有識者会議報告書」
2017年８月）。同時に、グローバル社会に対応し、ソサエティ5.0※１を築くに必要な能
力の育成が急務とされる今、規模縮小の議論に加えて、これまで以上に質の高い教
育を求める声も高まっている。
そんな中、共同で教育課程を編成し学部教育の充実を図ろうという《共同教育学部》
の開設を予定しているのが群馬大学と宇都宮大学。両大学の学長に、そのいきさつ
やこれまでの経緯、具体的な工夫、目指すところなどについてお話しいただいた。

その仕組や全体像、
特徴は？

――まず基本的な仕組からご説明くださ
い。

石田：モデルは平成24年にスタートした
鹿児島大と山口大の共同獣医学部にあり
ます。たまたま大学時代の友人が、山口大
学側の担当ということで話を聞いていま
した。もちろん獣医学部と教育学部とで
は修業年限も定員規模も違いますし、国
家試験の有無などによる違いはありま
す。しかし連携する大学、学部が共同し
て、弱い科目を遠隔授業で補い合ったり、
あるいは新たな課題に対応する共通科目
を共同して設け、お互いの教育課程をほ
ぼ同じようにして教育の質を高めようと
いう点は同じです。
平塚：知識をきちっと伝えることを目的
とする教養科目や専門科目を、双方で提
供し合うのが「斉

せいいつ

一教育」ですね。それぞ
れ31単位ずつ出し、どちらの学生も62単
位取る。今回の共同教育課程の卒業要件
としては相手側大学の授業を２割以上
取ることとなっています。「共通教育（科
目）」も大きな特徴です。二大学間で単位
数やシラバスなどを統一し、同一科目名
で開講します。どの教育分野にも当ては
まると思うのですが、カリキュラムが必
ずしも必要十分なものになっておらず、
いまだに教員が自分で教えたいものが大
きな位置を占めている場合もある。全く
違う組織同士で共通のカリキュラムを作
るということは、こうした観点での改善
効果もあり、国際的な通用性のある教育
を進める上でも効果は大きいと思います
ね。
石田：かなりの科目は通信メディアによ

る遠隔授業で行いますが、鹿児島、山口両
大学からは、リアルの授業と遜色のない
成果が得られているという報告も出てい
ます。この間、情報技術は着実に進歩し双
方向型の授業にも十分耐えられるような
臨場感も期待できますし、空間に実像を
形成する3Dの空間ディスプレイなどの
技術によって、本物に近い臨場感まで味
わえるのもSF映画の世界の話ではなくな
りつつあります。こうした技術進歩を念
頭に置きながら、遠隔講義を前向きにと
らえ、ブラッシュアップする必要がある
と思います。もちろん教育実習や実技科
目などはリアルのまま残るでしょうが。

――学生の行き来は？

平塚：実技科目などは対面式の授業が行
われますが、その場合は教員の移動を中
心とした集中講義を考えており、学生の
移動は、新設する合同ゼミ合宿の形をと
る「教職特別演習（集団宿泊研修）」だけ
ですね。教育実習の前後（長期休暇中含
む）に、赤城と宇都宮の野外実習ができる
研修施設で２度行う予定です。
石田：それ以外にも、卒論レベルのゼミ単
位で共同ゼミや発表会をするなど、相手
校へ出向く機会は出てくるかもしれませ
んが、正門から正門まで車で１時間半く
らいで行き来できるからやりやすい。

――学位は？

石田・平塚：二大学の連名で出します。

――入試について

石田：2020年度入試からは、両大学とも４
系13分野という同じ枠組みでの募集にな
り、一般入試（前期日程）の個別学力検査
等は実技教科を除き小論文と面接になり
ます。

2020年、日本初の
共同教育学部へ！

得られるもの、
目指すところは？

――取組の背景、いきさつ

石田：それを説明する前に、この取り組み
が生まれた背景を説明したい。
　教育学部については平成13年に「今後
の国立の教員養成系大学・学部の在り方
について（報告）」が出され、少子化によ
る需給見通しだけでなく、ゼロ免課程の
存在や就職率の低さなどが問題とされる
中、2004年（平成16年）には島根大学と
鳥取大学が統合しました※２。
平塚：同じ頃、われわれは教育学部を軸に
埼玉大学との統合を検討していました。
結果的には挫折しましたが…。
石田：当時と比べ今は、状況はさらに切迫
しています。少子化の進行が止まらず第
６期（2034年〜）には、宇都宮大学は現在
の入学定員170名を、群馬大学は220名を、
それぞれざっと100名程度にまで減らさ
なければならないとも言われている。
平塚：そうなると教科を教える講座も縮
小せざるを得ない。しかし県の教育委員
会が地元の国立大学の教育学部に寄せる
期待はとても大きい。義務教育、中でも中
学校教員養成にはすべての教科（10教科）
に対応してほしいということです。統合
によって補えても、地元の大学から取得
できない免許が出てくるのは困ると。実
はそれが、埼玉大学との統合が挫折した
要因でした。

――地域の教育学部が弱体化せず、シナ
ジー効果も高まる

石田：共同教育学部は、この点をまずク
リアできます。地域から教育学部がなく
なったり、弱体化したりしないことで、義

務教育課程、教員研修体制に対して従来
通り責任が持てる。
平塚：しかも二学部分のリソースがある
から、教員を戦略的に配置でき、社会の
ニーズに応える英語教育、特別支援教育
なども拡充できます。
石田：宇都宮大学はこれまで、特別支援学
校教諭免許としては３領域（知的障害・
肢体不自由・病弱者）しかカバーできてい
なかったが、聴覚障害を加えた４領域を
カバーする群馬大学と共同することで、
教員を戦略的に採用し４領域に視覚障が
い者を加えた５領域に対応できるように
なります。
平塚：ほかにも様々なシナジー効果が期
待できますね。
石田：宇都宮大学は小学校教員の養成に
力を入れていて、小学校でのリーダーや
指導法の提案者となることを目的とする

「アドバンスト科目」を設けていますし、
分野による縦割り意識に陥らないよう、
４年間「一括クラス」で過ごすなどの特
色があります。
平塚：中学校教員の育成に力を入れてい
る群馬大学では、１年次から学校現場に
触れる授業を行っていて、二大学が共同
することでお互いの強みを共有できる。
石田：次期学習指導要領を見据えた教員養
成、なかでも英語教育、グローバル教育やICT
／プログラミング教育、Society 5.0に対応す
る先進開発教育のためのForefront先端科
目群や、SDGs（Sustainable Development 
Goals：持続可能な開発目標）に対応す
るESD（Education for Sustainable 
Development：持続可能な開発のための教
育）も強化できますね。
平塚：総合大学としての強みも発揮しや
すい。
石田：宇都宮大学には国際学部があり、多
文化共生プログラムや実践的な英語教育
が強い。また農学部があり、附属農場・演
習林での農林業体験もできますから、食・
生命・環境教育をサポートできる。
平塚：群馬大学には数理データ科学教育
研究センターがあり、教科におけるICT
活用法だけでなく、プログラミング教育
もサポートできます。更に医学部があり
ますので、心や体の健康を支える教育も
サポートできるでしょう。
石田：相互の学生交流も楽しみです。「一
括クラス」同志、メディアで交流したり、
集団宿泊研修（教職特別演習）などを通
じて、これまで以上に人間力、協働力を育
成して行きたい。
平塚：教職を目指す意欲も醸成でき、結果
的に教員採用試験の受験率や合格率も上
がると期待しています。まさに教育学部

人を育てる、人をケアする、
人に寄り添う人になろう！

進路の
ヒント

P r o f i l e

昭和20年（1945年）1月13日生まれ。昭和42年 群馬大学工学部卒。昭和44年
東京工業大学大学院修士課程修了、昭和47年同博士課程修了（理学博士）。昭
和47年 6月東京工業大学助手（理学部）1992年群馬大学教授（工学部）。同工
学部応用化学科長（～平成8年3月）、工学部応用化学科長（～平成19年3月）群
馬大学教授（大学院工学研究科）、国立大学法人群馬大学理事（企画・教学担
当）・副学長国立大学法人群馬大学理事（研究・企画担当）・副学長、国立大学法
人群馬大学理事（研究・企画担当）・副学長、2015年4月から現職。専門分野は機
能物質化学、物理化学（光化学）。栃木県立足利高等学校出身。

群馬大学長
平塚　浩士
先生

教育学部から、
大学教育改革を
再加速したい

加 速 す る 国 立 大 学 改 革 — 教 育 学 部トピックス
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地域に根ざした大学として、地域連携を推進している京都文教大学で
は、それを、より強固なものとするため、2010年に大学・短期大学の所
在地である宇治市と包括連携協定を締結。以降もいくつかの行政や経
済団体と連携協定を結び、より一層の連携強化に努めてきました。近年
は、大学COC事業「京都府南部地域 ともいき（共生）キャンパスで育て
る地域人材」の取組を通し、宇治市のみならず京都府南部地域の市町村
との繋がりにも力を入れています。今回は、これまでに京都文教大学・京
都文教短期大学と地域とが結んできた連携協定についてまとめてみま
した。

精華町との包括連携協定これまでの京都文教大学・京都文教短期大学と
地域との連携協定をまとめてみました

宇治、城陽、久御山、京都府南部3市町の商工団体との包括連携協定

に求められる教員養成機能の強化と教員
養成教育の質の着実な向上が図れると思
います。
石田：欲を言えば、100名程度収容できる
学生寮が双方にあるといいですね。教育
効果はもっと上がると思う。
平塚：同感です。
石田：ゆくゆくは、両県はもとより他地域
の私立大学の教員養成課程への授業（コ
ンテンツ）提供も可能にしたいし、地域の
教員養成の質をさらに高め、骨太な教員
を育てることで初中教育の質向上に対す
る役割を果たしたい。

――そもそもなぜこの二大学ですか？

平塚：埼玉大学との統合構想以外にも、具
体的な連携にはいくつかの実績がありま
す。例えば産学連携の観点からは、埼玉・
茨城を入れた「北関東４大学（４U）」で。
URA※３の採用、活用では茨城を入れた三
大学で。
石田：こうした中で、そもそも宇都宮大学
と群馬大学とは、医学部の有無を除けば、
部局数や学生定員数などはかなり近く、
しかも平塚先生とは10年前の学務担当理
事時代からのお付き合いで気心が知れて
いました。
平塚：二大学とも悩みの本質はほぼ同じ
でした。そして４年前、お互いに学長に
なった時点で、教育学部はこのままでは
難しい状況に陥るという共通認識に至
りました。そこで経営の問題からではな
く、地域の教育を支えるという責任感か
ら改革に踏み切ろうと話し合いを始め

ました。

日本で初の試みとなる
共同教育学部に期するものは？

石田：以来、双方の執行部や教育学部のみ
なさんの協力を得て、ようやくこの春、こ
こまで漕ぎつけることができました。ま
だまだ未知数の部分もありますが、後戻
りせず、改革を進めたい。
平塚：事前に想定したことだけでなく、
やってみるとわかってくることもあるか
ら楽しみです。たとえば「共通科目」を作
る際には相互の教員が、同じテーブルに
つくわけですが、みなさん喜々としてア
イデアを出し合っておられたのが印象的
でした。
石田：現在の状況からは、教育学部の改革
は待ったなしですが、他の学部も今のま
までいいわけではないと思います。「教育
の質の保証」をと言われて久しいが、ど
れだけ進んでいるのか。教育学部は目的
が明確な学部だからこそ、負の側面に光
が当たりやすかっただけ。平塚先生とは
工学教育改革の中で、JABEE認定プロ
グラム※４の導入で一緒に汗を流しまし
た。結果的には企業が取り上げてくれな
かったため思うように広がりませんで
したが、教育の質保証、３P※５の明確化な
どについては、今よりはるかに踏み込ん
だ議論をしていました。それもあって、
今回の改革が、大学教育改革を今一度
加速させることにつながってほしいと
願っています。

平塚：大学全体の資産を使っての改革で
すから、まずはこれまで無関心だった学
部が関心を示してくれるとありがたいで
すね。
石田：他大学とさえ連携するわけだから、
学内でするのは当たり前と。
平塚：私は、学部教育においては教育学部
ほど重要なものはないと思っています。
ここに次世代を担う人材の育成がかかっ
ているからです。大学教育改革を加速さ
せる鍵を、ある意味で教育学部が担えた
らとても象徴的ですね。
石田： 日本の高等教育は、このまま放っ
ておくと劣化する一方だと思います。教
育学部だけでなく、大学全体のリソース
を結集してそれを食い止める必要が遠か
らず訪れる。それには一法人複数大学制

度や大学等連携推進法人の制度運用だけ
が唯一の方法ではないはず。今回のチャ
レンジが、そのための選択肢を一つ増や
すことにつながってほしと思います。

※１ 科学技術基本法第5期でキャッチフレーズとして唱えられた未
来社会のコンセプト。サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間

（現実空間）を高度に融合させたシステムによって、経済発展と
社会的課題の解決の両立を目指す。

※２ 島根大学の、教育職員免許取得を卒業要件としない学習課程
と生活環境福祉課程の定員計100名を鳥取大に移動する一
方、鳥取大の教員養成課程の定員70 名を島根大に移動、教
員養成に特化した。

※３ University Research Administrator：リサーチ・アドミニストレー
タ。研究開発内容について一定の理解をもち、研究資金の調
達・管理、知財の管理・活用等をマネジメントする人材。

※４ Japan Accreditation Board for Engineering Education（一
般社団法人日本技術者教育認定機構による。国際的に通用
する技術者の育成を目的に1999年に設立された）

※５ アドミッション、カリキュラム、ディプロマそれぞれについての方針
（ポリシー）。

10年来、個人的な信頼関係を築いてこられたお二人。「お互いを蹴落とすのではなく、一緒になってそれぞれの大学の発
展を願っていこうというトップ同志の信頼関係も改革推進の原動力だった」と。石田先生が群馬出身、平塚先生が栃木出
身で、「出身がお互いにクロスしているのも何かの縁かもしれない」とも。

〜地域とより一層の繋がりを築くために〜

　2019年2月21日(木)には、精華町役場で、木
村要精華町長（中央）、京都文教大学平岡学長

（右）、京都文教短期大学安本学長（左）の3者
による協定締結式が行われました。この協定を契
機に精華町では、今後、各種事業で、学生ボラン
ティア、健康、食育、観光などをテーマにしたフィー
ルドワーク、学生のインターンシップなどを積極的
に受け入れる予定。また2019年度に開催予定
の子育てをテーマとしたシンポジウム(精華町と共
催)に向けても準備を進めています。

　2019年3月7日（木）に
は、かねてより地域連携で
深い繋がりのある宇治商
工会議所、城陽商工会議
所、久御山町商工会とそれ
ぞれ連携協力包括協定を
締結。宇治商工会議所から
は山本哲治会頭（写真中

央）、城陽商工会議所からは堀井美郎会頭（右から2人目）、久御山町商工会からは西村好会長（左
から2人目）、そして京都文教大学の平岡聡学長（左）、京都文教短期大学の安本義正学長（右）が
それぞれの協定書に署名しました。
　京都文教大学に隣接するこれらの市・町は、古くから「宇

う じ ょ う く

城久」と呼ばれ、一つの経済圏を形成し
てきたため、それぞれの商工会議所・商工会間の交流も盛んに行われてきました。そのため今回の包
括連携協定は各商工会議所・商工会ごとの相互協定とはいえ、「宇城久」での地域連携活動を横
断的なものとし、より活発に、円滑に、発展的に進めるという合意に基づいています。
　京都文教大学では今後も「地域に根差した大学」として、教育、研究、そして地域貢献に、地域の
方 と々ともに努めてまいります。

締結日 連携先 内容

1 2010年
2月 宇治市

まちづくり、教育・文化・スポーツの振興、子育
て支援・臨床心理、産業振興、人材育成等
で相互協力する包括連携協定を締結

2 2015年
3月 京都府 地域振興や人材育成などで連携、協力する

包括連携協定を締結

3 2018年
2月 久御山町

まちづくり、教育・文化、子育て支援、産業・観
光の振興、人材育成など幅広い分野で連
携、協力する包括連携協定を締結

4 2018年
7月 京都府

京都府内の企業情報を学生へ周知、府内
企業説明会の実施、インターンシップ受入支
援など就職支援に関する協定を締結

4 2018年
11月 滋賀県

滋賀県内の企業情報を学生へ周知、滋賀
県内企業説明会の実施、インターンシップ受
入支援など就職支援に関する協定を締結

5 2019年
2月 精華町 地域振興や人材育成などで連携、協力する

包括連携協定を締結（右上）

6 2019年
3月

宇治商工会議所
城陽商工会議所
久御山町商工会

京都府南部3市町の商工団体と包括連携
協定を締結（右下）
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１６歳から
の

大学論
P r o f i l e
１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局学術調査官も兼任。２０１１
～２０１４年総長学事補佐。専門は学問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究奨励賞、日
本金属学会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」講談社など。

京都大学　学際融合教育研究推進センター　准教授　宮野　公樹先生

　3月に新刊「学問からの手紙ー時代
に流されない思考ー」（小学館）を上梓し
ました。発刊月に京都大学生協書店で
月刊売り上げ第一位を頂くなど、ありがた
い限りです。まだ一ヶ月たらずですが少し
づつ感想を頂いており、今回はそれをも
とに考えを深めたいと思います。
📚

『細かい点を取り上げて議論するよう
な本じゃない』（東工大・准教授）
　とてもありがたいご感想です。事実、拙
書に頂いた感想のほぼすべてが、著者
の論に対して何か意見を言うというもの
ではないんです。なんと言ったらいいか、
ご自身の志や今の研究に至る経緯など
をとうとうと語られるものが多いんです。
　もちろん著者の未熟さから、読者に
とって「ほんとにそうかな？」といったよう
な気になる点も多々あるでしょう。しかしそ

れを個々にピックアップして指摘する気
にはならないらしいのです。これはなぜな
のか？　おそらくは、この本が何かを主張
したり、「・・すべき！」といった意見を述べ
たりしておらず、あるいは、これまで知らな
かった知識を得てもらおうというものでは
ないことが理由からではないでしょうか。
あえて言うなら、考えを促す本。だとすれ
ば学者冥利につきるというものです。
📚

 『軽快な語り口と整った文章とは裏
腹に、一ページ一ページをめくるのがと
ても重たい。自分自身の学問との向き
合い方を問い直され続けるような。院生
だけでなく、学部生、中高生、いろんな
人たちに届いてほしい「手紙」である。』

（Twitterにてフォロワーの方から）
　これもまた不思議ですが、お読みいた
だいた多くの現役研究者の方々が、学
部生や中高生にも本書を読むことを勧
めておられます。とても嬉しいことです。た

しかに本書は学問や大学について語っ
てはいますが、本当はそれらの根底にあ
る生きることにおける本質そのものにつ
いて述べたつもりですので、研究や大学
関係以外の方、そして学部生や中高生
にも響くであろうというご感想をいただい
たくことができて、わずかながらもその本
質に迫れたのではないかと安堵していま
す。
 ただ、実はまだ中高生の方からのご感
想は私には届いていません。そこでもし
本紙の読者から何かしらの感想をいただ
けたら、この場で取り上げさせていただき
たいと思います。勉強させてください。
📚

『引き込まれつつ考えているとなかな
か進まず本当に良い本です』（Twitter
にてフォロワーの方から）
　実は、私が「良い本」と思うのは、まさに
なかなか読み進まない本なのです。一行
読んではふと考え、車窓を眺めて思考に
ふける・・・（myベスト読書タイムは新幹線
か京阪電車）。半日かけて1ページも読
み進まないという時もあります。まさか自
分の本がそのように読まれるようになると
は驚きでした。ありがたいことです。

　以上、拙書の振り返りをさせてもらいま
したが、お伝えしたかったのは、知識を得
ることもさることながら、それと同等かそれ
以上に、「考える」ことが大事だということ
です。情報的な単なる知識なら教えるこ
とはできます。しかし「考える」ということは
絶対に教えられません。「考える」という
のは自らが感じ、自らが想うことでこそ発
動される身体的行為です。どうやら本書
も少しはそれに貢献しているようで、本当
に嬉しい限りです。（つづく）む

し
ろ「
知
識
」で
は

編集部では、昨年の「16歳からの志望
理由書トライアル」に続いて、「学問から
の手紙ー時代に流されない思考ー」の
読書感想文を募集しています。応募方法
は129号8ページをご参考に。

実技競技❶ 
「地学ペンタスロン」
　【課題1】の「地球の重さを求める」は、
岩石学からの出題で、花こう岩・斑れい岩・
かんらん岩の三種類の岩石の密度を測定
し、地球の中心核の物質を推定するという
もの。地球の大陸地殻は花こう岩、海洋
地殻は斑れい岩（玄武岩質の深成岩）、
マントルはかんらん岩からできている。固体
を液体中に入れると、押しのけた体積の液
体の重さだけ軽くなる、というアルキメデス
の原理（浮力の原理）を用いて、これらの
密度を計算し、そこから該当する物質を推
定する。
　【課題2】の「地震源を特定する」は、地
球物理の地震学からの出題で、地震波の
資料から震源の位置（震央）、深さ、発生
時刻を決定するというもの。震源距離は初
期微動継続時間に比例するという大森公
式を使って各地点からの震源距離を地震
波の資料から計算し、これらの情報からコ
ンパスなどを用いて作図することにより、震
央・震源を決定する。
　【課題3】の「リップルを作成する」は、堆
積学の地質学からの出題で、水槽内の砂
地に波状模様（リップル）を作成するという
もの。リップルの形成には大きく分けて、水
の流れが「一方向のもの」と「行ったり来
たりするもの」の二つがある。今回の場合
は水槽内ということで、後者によってリップ
ルを作成することに気づけたかがポイントと
なった。つくり方としては、水槽を左右に小
刻みに動かして、砂の表面を水の摩擦力
による侵食作用で削り、その砂の堆積作
用によってリップルを形成するというもので
ある。課題では家庭にある身近な道具など
を使ってリップルを作成するわけだが、いく
つかダミーの道具もあり、何を使うかがクリ
アできるかどうかの分かれ目になった。

　【課題4】の「浅海波の速度を測定する」
は、海洋学からの出題で、水槽内に波を発
生させ、映像を記録し、波の速度を推定す
るというもの。浅海波（浅水波）とは、水深
が波の波長に比べ十分に浅く、流速が深
さによらずに一定と考えられる波。例えば
津波は、波長が数キロから数百キロメート
ルと非常に長く、海洋の深さが数千メート
ル程度では波長に比して十分に浅いこと
になり、浅海波にあたる。浅海波の波動方
程式を解くと、伝播速度は水深の平方根
に比例することが知られている。波長が水
深より十分に長い波をつくることができる
か、また波の先頭が壁にぶつかる前に測
定できるかがポイントとなった。
　【課題5】の「恒星までの距離を求める」
は、天文学からの出題で、会場内に設置さ
れた模擬天体「恒星A」と地球の距離を求
めるというもの。年周視差は、恒星と地球、
恒星と太陽を結ぶ二直線のつくる角度で
表され、これと地球の公転軌道半径から三
角法を用いて恒星までの距離が決定でき
る。また、年周視差と恒星までの距離は反
比例の関係にある。課題では、そばに見え
る土星の直径を考慮し、恒星の年周視差
を計算して、恒星までの距離を求める。
　全体を通して、地学と身近なものを題材
としながら、他分野の知識や技術との繋が
りを強く感じさせる問題が出題されている
のが印象的であった。また問題の背景をよ
り深く学ぶことで、大学に入ってから学ぶ
高度な内容に触れることができ、「科学好
きの裾野を広げる」という科学の甲子園
の趣旨に非常に合致している良い問題で
あった。

埼玉大学大学院理工学研究科
中川　幸一

実 技 競 技 詳 細 解 説

第19回

なく「考え」を

実技競技❷
　午後からの実技競技②は「糖を問う」と
駄洒落と思わせる題名の化学実験問題
である。制限時間は100分、3人で行う
競技である。化学の実験だけあって、問題
用紙には安全に実験を行うための必要事
項、白衣、保護めがね、実験用手袋の着用
が明記してある。さらに加えるなら、「髪の
毛が長い人は後ろで結わえておこう」であ
ろう。また本実験に限ってあえて加えるなら、

「溶液は決して舐めてはいけない！」であ
ろう。もっとも私が見ていた限り溶液を舐め
ている選手はいなかったが。
　実験は、まず設計図に従い簡易型旋光
計（下図）を製作する図工から始まる。【実
験1】ではそれを使って、与えられた5種類
の未知の糖類溶液の旋光度を測定する。

【実験2】では、塩酸酸性による加水分解
前後のフェーリング液の還元によって化
学的な性質を調べ、還元性のある単糖類
と還元性のない二糖類に分類する。そして

【実験3】では、薄層クロマトグラフィーに
て、単糖類、二糖類の同定をする。
　また、その実験結果から問われる問題は
問1　未知の糖類溶液5種類の同定とそ

の理由

問2　還元性のない糖類溶液の決定とそ
の理由

問3　二糖類を構成する単糖類の種類の
決定とその理由

の3問であった。
　各糖類の性質と物性が問題用紙に示
されており、実験がミス無く最後まで行わ
れ、正しい結果が得られていれば、問題に
は容易に答えられると思われる。
　本実験における最大の難所は、【実験
3】であろう。まず、薄層クロマトグラフィーの
的確なスポット打ちと展開時間の確保、そ
の後の発色剤処理とRf値の測定など、ど
れも高校生には経験の少ないものであっ
た。そのため予想以上に手間取り、最後ま
で終えられなかった学校もあったのではな
いだろうか。
　本来、化学実験室で行われる溶液系の
実験を、体育館という水も自由に使えない
状況で組み上げるには、様々な工夫がなさ
れていたと思われる。予備実験も何回も繰
り返し、期待される結果が確実に達成でき
ることを何度も確認し、問題作成がなされ
たと思われる。問題作成に携わった先生
方の工夫と努力に加えて、強酸を扱ったり
ホットプレートの熱源を扱ったりと、危険も
伴う実験もあり、多くの監督の先生方の緊
張感のあるサポート体制にも感心した。
　旋光度計作りの工作から始まり、二糖
類の加水分解、フェーリング液の還元、薄
層クロマトグラフィーと、一連の流れで糖に
関する知識と実験を一通り学ぶプログラム
であり、レベル的には大学の基礎の化学
実験ではある。また、発展的な内容も含ま
れているため、器具類等がそろえられる高
等学校においては、このまま課題研究とし
て扱うこともできる内容である。

東洋大学食環境科学部客員教授
日本化学会フェロー

柄山正樹
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人
工
知
能
と
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
の
第
一
線
研
究
者
４
氏
ら
が
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

新
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る
に
は

　
日
本
の
科
学
の
将
来
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
迎
え
る

「
ポ
ス
ト
平
成
時
代
」
に

創
造
的
な
研
究
や
技
術
開

発
で
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
せ
る

の
か
を
人
工
知
能
や
ゲ
ノ

ム
編
集
な
ど
の
注
目
分
野

で
脚
光
を
浴
び
る
研
究
者

４
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な

り
議
論
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
情
報

工
学
者
の
暦
本
純
一
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
▽
人

工
知
能
学
者
の
松
尾
豊
・

東
京
大
学
大
学
院
特
任
准

教
授
▽
ゲ
ノ
ム
編
集
で
注

目
さ
れ
る
西
田
敬
二
・
神

戸
大
学
大
学
院
教
授
▽
航

空
管
制
シ
ス
テ
ム
の
研
究

者
で
あ
る
伊
藤
恵
理
・
国

立
研
究
開
発
法
人
海
上
・

港
湾
・
航
空
技
術
研
究
所

／
電
子
航
法
研
究
所
主
任

研
究
員
の
４
氏
。

　
４
氏
は
、
新
し
い
時
代

の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
な
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し

て「
理
系
、
文
系
の
融
合
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（Science

、

T
echnology

、Enginee
ring

、M
athem

atics

）

教
育
＋
Ａ
（
Ａ
ｒ
ｔ
）
も

重
要
」（
伊
藤
氏
）
▽
「
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
技

術
を
ぜ
ひ
学
ん
で
ほ
し
い
」

（
松
尾
氏
）
▽
「
や
り
た
い

こ
と
か
ら
逆
算
す
る
こ
と

が
大
事
」（
暦
本
氏
）▽「
思

い
つ
い
て
や
ろ
う
と
し
て

も
世
界
で
は
や
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
自
分
に
し
か

思
い
つ
か
ず
、
普
通
に
は

起
こ
り
得
な
い
よ
う
な
組

み
合
わ
せ
を
目
指
せ
」（
西

田
氏
）と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
高
校
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
「
自
分
が
何

を
や
り
た
い
か
、
何
が
し

た
い
か
を
大
事
に
し
て
ほ

し
い
」（
暦
本
氏
）
▽
「
大

学
で
教
え
て
い
る
と
自
分

に
制
限
を
課
し
て
い
る
人

が
目
立
つ
。
そ
れ
が
成
長

を
阻
ん
で
い
る
」（
松
尾

氏
）
▽
「
置
か
れ
て
い
る

環
境
で
ど
れ
く
ら
い
成
長

し
て
い
る
か
を
意
識
し
た

ら
、
世
界
の
中
で
自
分
に

し
か
で
き
な
い
の
は
こ
れ

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
く
る
」（
西
田
氏
）▽「
私

は
よ
く
『
女
な
の
に
』
と

言
わ
れ
た
が
、
女
だ
か
ら

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
一

つ
も
な
い
。
強
さ
を
持
っ

て
科
学
と
言
う
大
義
を
果

た
す
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」（
伊
藤
氏
）
と
エ

ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
最
終
日
に

は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
各
実
技
競
技
の
１
位
は

次
の
通
り
。

　
実
技
競
技
①
（
ト
ヨ
タ

賞
）
＝
滋
賀
・
県
立
膳
所

高
校
▽
同
②
（
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
賞
）
＝
愛
知
・
海
陽

中
等
教
育
学
校
▽
同
③

（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
賞
）

＝
岐
阜
・
県
立
岐
阜
高
校
。

　
各
企
業
特
別
賞
に
は
、

旭
化
成
賞
＝
茨
城
・
県
立

並
木
中
等
教
育
学
校
、
ア

ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
賞
＝
秋
田
・
県
立
秋
田

帝人賞

旭化成賞

スカパーＪＳＡＴ賞

ＳＨＩＭＡＤＺＵ賞

埼玉県経営者協会賞

パナソニック賞

学研賞

トヨタ賞 アジレント・テクノロジー賞

テクノプロ賞

暦本 純一 氏

松尾 豊 氏

西田 敬二 氏

伊藤 恵理 氏

高
校
、
学
研
賞
＝
石
川
・

県
立
金
沢
泉
丘
高
校
、
埼

玉
県
経
営
者
協
会
賞
＝
埼

玉
・
県
立
浦
和
高
校
、
ス

カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ
賞
＝
長

崎
・
青
雲
高
校
、
帝
人
賞

＝
岐
阜
・
県
立
岐
阜
高
校
、

テ
ク
ノ
プ
ロ
賞
＝
宮
城
・

宮
城
県
仙
台
二
華
高
校
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇

　
ま
た
、
大
会
３
日
目
に

開
か
れ
た
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
「
ポ
ス
ト
平
成
時

代
の
新
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
で
し
た
。
日
本
人
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
相
次

い
だ
平
成
20
年
代
で
す

が
、
華
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス

の
影
で
、
日
本
の
科
学
技

術
に
関
す
る
論
文
数
や
そ

の
引
用
数
は
海
外
と
比
べ

て
低
下
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
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事
前
に
公
開
さ
れ
た
実

技
③
は
「
ツ
ー
ル
・
ド
・

さ
い
た
ま
」（
競
技
者
４

人
・
競
技
時
間
２
時
間
30

分
）
で
し
た
。
用
意
さ
れ

た
材
料
と
工
具
で
ジ
ャ
イ

ロ
二
輪
車
を
60
分
以
内
に

製
作
し
、
定
め
ら
れ
た
コ

ー
ス
（
予
選
は
30
㍍
、
決

勝
は
33
㍍
）
を
走
ら
せ
、

所
要
時
間
を
競
い
ま
す
。

走
行
の
安
定
性
を
増
す
ジ

ャ
イ
ロ
効
果
を
２
輪
車
に

持
た
せ
る
の
と
手
回
し
発

電
機
に
よ
る
充
電
時
間
の

調
整
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　
事
前
出
題
だ
っ
た
だ
け

に
、
各
チ
ー
ム
と
も
入
念

に
準
備
を
重
ね
、
決
勝
レ

ー
ス
を
走
り
き
っ
た
２
輪

車
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
技
❸

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
い
た
ま
／

ジ
ャ
イ
ロ
二
輪
車
で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト

　「
糖
を
問
う
」（
同
３
人

・
同
２
時
間
）
は
化
学
の

出
題
。
１
問
目
は
旋
光
性

を
調
べ
る
実
験
で
す
。
糖

の
溶
液
に
偏
光
し
た
光
を

当
て
、
そ
の
角
度
の
変
化

か
ら
、
糖
の
種
類
を
特
定

し
ま
す
。
２
問
目
は
糖
の

溶
液
に
糖
の
検
出
や
定
量

に
用
い
る
試
薬
で
あ
る
フ

ェ
ー
リ
ン
グ
液
を
混
ぜ
、

還
元
さ
れ
る
こ
と
で
起
き

る
色
の
変
化
か
ら
糖
を
特

定
し
ま
す
。
３
問
目
は
薄

層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
Ｔ
Ｌ
Ｃ
）
を
使
い
ま
す
。

実
技
❷

化
学
か
ら「
糖
」を
問
う
／
３
種
の

実
験
で
糖
の
種
類
を
特
定
せ
よ

　
予
選
の
上
位
８
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
決
勝
は
、
長

崎
・
青
雲
高
校
、
福
井
・

藤
島
高
校
、
岐
阜
・
岐
阜

高
校
、
神
奈
川
・
栄
光
学

園
の
接
戦
に
な
り
ま
し
た

が
、
岐
阜
高
校
が
先
行
し

た
青
雲
、
藤
島
を
抜
き
去

り
、
栄
光
学
園
を
か
わ
し

て
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
制
し

ま
し
た
。
勝
因
は
大
胆
な

設
計
で
す
。
大
幅
な
軽
量

化
の
た
め
ス
タ
ー
ト
直
前

に
電
池
を
外
し
、
惰
性
で

ジ
ャ
イ
ロ
を
走
ら
せ
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
「
こ
れ
で
レ
ー

ス
タ
イ
ム
を
早
め
ら
れ

た
。
百

ひ
ゃ
く

折せ
つ

不ふ

撓と
う

（
＝
何
回

失
敗
し
て
も
志
を
ま
げ
な

い
こ
と
）
の
精
神
で
や
っ

た
ぞ
！
」
と
快
哉
を
叫
び

ま
し
た
。

Ｔ
Ｌ
Ｃ
プ
レ
ー
ト
に
糖
の

溶
液
を
ス
ポ
ッ
ト
し
、
溶

媒
で
展
開
。
発
色
剤
を
塗

っ
て
、
熱
す
る
こ
と
で
色

が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ

か
ら
糖
を
特
定
し
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

適
切
に
実
験
す
る
ス
キ
ル

が
問
わ
れ
ま
し
た
。
１
位

は
海
陽
中
等
教
育
学
校
で

「
工
作
が
得
意
な
内
川
君

が
、
途
中
で
一
部
壊
れ
た

器
具
を
修
復
し
て
く
れ
た

の
が
１
位
に
な
れ
た
勝

因
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

（
詳
細
解
説
は
５
面
に
）

周到な準備と工夫で勝ち抜け
2019年（令和元年）５月11日 大学ジャーナル・別冊303

法政　入試 検索

ゲノムから宇宙まで！

さらに、150以上の研究室があり、
幅広い学びがあなたを待っています

たくさんの研究分野から、自分のやりたいことが、きっと見つかる！

「気になるキーワード」で
理系学部の研究室を探そう！

法政大学の理系は4学部13学科

情報科学部
理工学部 生命科学部

デザイン工学部
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沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

長
野
県

山
梨
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

新
潟
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

都
道
府
県
名

第
８
回 

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会 

出
場
校

県
立
向
陽
高
校
（
初
）

ラ
・
サ
ー
ル
高
校
（
８
）

県
立
宮
崎
西
高
校
（
８
）

県
立
大
分
上
野
丘
高
校
（
５
）

真
和
高
校
（
３
）

青
雲
高
校
（
３
）

弘
学
館
高
校
（
３
）

久
留
米
大
学
附
設
高
校
（
７
）

高
知
学
芸
高
校
（
６
）

愛
光
高
校
（
２
）

県
立
丸
亀
高
校
（
４
）

県
立
徳
島
科
学
技
術
高
校
（
初
）

徳
山
高
校
（
４
）

広
島
大
学
附
属
福
山
高
校
（
初
）

県
立
倉
敷
天
城
高
校
（
２
）

県
立
出
雲
高
校
（
２
）

県
立
鳥
取
西
高
校
（
８
）

県
立
向
陽
高
校
（
初
）

帝
塚
山
高
校
（
２
）

県
立
宝
塚
北
高
校
（
初
）

大
阪
星
光
学
院
高
校
（
４
）

京
都
市
立
堀
川
高
校
（
３
）

県
立
膳
所
高
校
（
８
）

県
立
四
日
市
高
校
（
２
）

海
陽
中
等
教
育
学
校
（
４
）

県
立
沼
津
東
高
校
（
２
）

県
立
岐
阜
高
校
（
８
）

松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
（
３
）

県
立
吉
田
高
校
（
３
）

県
立
藤
島
高
校
（
７
）

県
立
金
沢
泉
丘
高
校
（
６
）

県
立
富
山
中
部
高
校
（
６
）

県
立
新
潟
高
校
（
７
）

栄
光
学
園
高
校
（
８
）

都
立
武
蔵
高
校
（
初
）

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校
（
５
）

県
立
浦
和
高
校
（
４
）

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
（
初
）

県
立
宇
都
宮
女
子
高
校
（
初
）

県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
（
３
）

い
わ
き
秀
英
高
校
（
初
）

県
立
山
形
東
高
校
（
４
）

県
立
秋
田
高
校
（
７
）

宮
城
県
仙
台
二
華
高
校
（
２
）

県
立
盛
岡
第
一
高
校
（
７
）

県
立
弘
前
高
校
（
２
）

北
海
道
函
館
中
部
高
校
（
初
）

学
校
名
（
カ
ッ
コ
内
は
出
場
回
数
で
す
）

●旭化成株式会社　●アジレント・テクノロジー株式会社　●株式会社内田洋行　●AGS株式会社　●株式会
社学研ホールディングス　●ケニス株式会社　●株式会社講談社（Rikejo）　●一般社団法人埼玉県経営者協
会　●株式会社埼玉りそな銀行　●一般社団法人CIEE国際教育交換協議会　●株式会社島津製作所/株式会社
島津理化　●株式会社しまむら　●株式会社昭和技研工業　●スカパーJSAT株式会社　●株式会社タムロン　
●帝人株式会社　●テクノプロ・グループ　●トヨタ自動車株式会社　●株式会社ナリカ　●公益社団法人日
本理科教育振興協会　●パナソニック株式会社　●ポーライト株式会社　●株式会社武蔵野銀行　●株式会社
ヤガミ　●株式会社UL Japan

協
賛
企
業
・
団
体

（
50
音
順
）

応
援
企
業
・
団
体

（
50
音
順
）

●サントリーホールディング
ス株式会社　●トキタ種苗
株式会社　●公益財団法人
日本発明振興協会　●株式会
社ハーベス　●ブリタニカ・
ジャパン株式会社

７
０
９
校
、
９
０
７
５
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

過
去
最
多
の
学
校
数
と
出
場
者

　
科
学
の
甲
子
園
は
、「
広

げ
よ
う
科
学
の
輪
　
活
か

そ
う
科
学
の
英
知
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
２
０
１
２
年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

大
会
に
は
、
過
去
最
多
の

７
０
９
校
か
ら
９
０
７
５

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
各

都
道
府
県
の
選
考
を
経

て
、
47
校
３
６
１
人
が
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
選
手
を

代
表
し
て
青
森
県
立
弘
前

高
校
の
佐
々
木
慎
一
郎
さ

ん
と
石
黒
詠
子
さ
ん
が

「
日
本
全
国
の
サ
イ
エ
ン

ス
好
き
と
の
交
流
を
深

め
、
最
後
の
最
後
ま
で
考

え
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

大
会
初
日
に
科
学
に
関
す

る
知
識
と
そ
の
応
用
力
を

競
う
筆
記
競
技
（
３
６
０

点
）
を
、
２
日
目
に
３
つ

の
実
技
競
技
（
各
２
４
０

点
）
を
行
い
、
そ
の
合
計

点
を
競
い
ま
し
た
。

　「
地
学
ペ
ン
タ
ス
ロ
ン
」

（
競
技
者
３
人
・
競
技
時

間
１
０
０
分
）
は
地
学
の

課
題
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
５
種
競
技
が
ペ
ン
タ

ス
ロ
ン
。
こ
れ
を
高
校
で

学
ぶ
地
質
や
海
洋
、
天
文

な
ど
に
関
し
た
５
課
題
に

し
て
「
地
学
の
知
の
５
種

競
技
」と
し
ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、
与
え
ら
れ

た
実
技
機
材
だ
け
を
使
っ

て
、
①
地
球
の
重
さ
②
震

源
を
決
定
③
リ
ッ
プ
ル

（
波
状
模
様
）
を
作
成
④

浅
海
波
の
速
度
を
測
定
⑤

恒
星
ま
で
の
距
離
、
を
そ

れ
ぞ
れ
時
間
内
に
求
め
る

難
題
に
挑
み
ま
し
た
。

　
①
は
３
種
の
岩
石
の
密

度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果

か
ら
地
球
の
中
心
核
の
物

質
を
推
定
し
ま
す
。
②
は

地
図
上
の
各
地
点
の
地
震

波
の
資
料
か
ら
震
央
の
位

置
、
震
源
の
深
さ
、
地
震

発
生
時
刻
を
決
定
し
ま
し

た
。
③
は
水
槽
内
の
砂
や

水
に
触
れ
ず
に
波
状
模
様

を
作
成
し
ま
す
。
④
は
長

い
水
槽
内
で
波
を
発
生
さ

せ
、
映
像
で
記
録
し
、
そ

の
速
度
を
測
定
す
る
も
の

で
す
。
⑤
は
地
球
か
ら
会

場
内
に
設
置
さ
れ
た
模
擬

天
体
恒
星
Ａ
ま
で
の
距
離

を
求
め
ま
し
た
。

　
１
位
は
滋
賀
県
立
膳
所

高
校
で
「
３
つ
の
課
題
で

３
人
の
得
意
分
野
が
あ
っ

た
。
そ
れ
を
と
こ
と
ん
突

き
詰
め
て
得
点
で
き
た
の

が
大
き
か
っ
た
」
こ
と
を

勝
因
に
挙
げ
ま
し
た
。

（
詳
細
解
説
は
５
面
に
）

実
技
❶

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

初出場は北海道・東京・沖縄など10校　８回連続も栄光、膳所など６校が

　
筆
記
競
技
は
競
技
者
６

人
・
競
技
時
間
２
時
間
で
、

物
理
、
化
学
、
生
物
、
地

学
、
数
学
、
情
報
の
６
分

野
12
問
に
挑
み
ま
し
た
。

例
え
ば
、
物
理
の
設
問
で

は
、
体
長
１
㍉
程
度
の
バ

ク
テ
リ
ア
の
多
く
が
持
つ

鞭べ
ん

毛も
う

に
は
直
径
50

nm
（
ナ

ノ
・
㍍
）
程
度
の
回
転
モ

ー
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
を

高
速
回
転
さ
せ
て
進
み
ま

す
。
こ
の
鞭
毛
モ
ー
タ
ー

が
１
回
転
す
る
間
に
約
１

０
０
０
個
の
水
素
イ
オ
ン

が
細
胞
膜
内
に
流
入
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
モ
ー

タ
ー
が
１
分
間
に
６
０
０

０
回
転
す
る
と
き
、
１
秒

間
に
細
胞
内
に
流
入
す
る

水
素
イ
オ
ン
の
個
数
を
求

め
さ
せ
る
な
ど
、
生
物
を

取
り
扱
っ
た
物
理
と
い
う

分
野
融
合
的
な
問
題
で
し

た
。

　
選
手
ら
は
、
教
科
・
科

目
の
枠
を
超
え
た
問
題
に

対
し
て
も
、
得
意
分
野
の

異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て

カ
バ
ー
し
あ
い
、
難
問
に

挑
み
ま
し
た
。
筆
記
競
技

で
は
総
合
優
勝
の
海
陽
中

等
教
育
学
校
が
最
高
得
点

を
あ
げ
、
第
１
位
の
講
談

社
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

筆 

記

物
理
や

地
学
な
ど 

６
分
野
の
課
題
に
挑
む

地
学
ペ
ン
タ
ス
ロ
ン
／

地
学
の「
知
の
５
種
競
技
」で
白
熱
戦

最後の最後まで考え抜く
2019年（令和元年）５月11日大学ジャーナル・別冊 202
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海
陽
中
等
教
育
学
校
は
、
２
０
０
６

年
に
開
校
し
た
中
高
一
貫
の
全
寮
制
の

私
立
男
子
校
で
す
。「
科
学
の
甲
子
園
」

で
は
、
第
５
回
に
初
出
場
で
優
勝
と
い

う
快
挙
を
達
成
。
６
回
も
総
合
３
位
、

７
回
は
埼
玉
県
経
営
者
協
会
賞
を
受
賞

し
た
強
豪
校
で
す
。
今
年
の
メ
ン
バ
ー

は
２
年
生
６
人
と
１
年
生
２
人
。
２
年

生
は
４
人
が
東
京
大
学
を
、
２
人
が
京

都
大
学
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ

テ
ン
は
昨
年
も
参
加
し
た
も
の
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
競
技
に
は
出
場

で
き
ず
、
今
年
こ
そ
は「
リ
ベ
ン
ジ
を
」

と
み
ん
な
で
入
念
に
準
備
を
重
ね
て
き

た
そ
う
で
す
。
そ
の
努
力
が
実
り
、
筆

記
試
験
と
実
技
競
技
②
で
１
位
に
輝

き
、
総
合
優
勝
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
で
２
年
生
の
兒こ

玉だ
ま

太た
い

陽よ
う

さ
ん
は
「
こ
の
日
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
き
た
か
ら
、
努
力
が
報
わ
れ
て
本
当

に
う
れ
し
い
。
や
り
き
っ
た
気
持
で
い

っ
ぱ
い
。
ジ
ュ
ニ
ア
が
優
勝
し
、
こ
の

大
会
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
後
輩

に
格
好
悪
い
姿
を
見
せ
た
く
な
い
な
と

努
力
し
て
き
た
。
Ｗ
優
勝
で
本
当
に
う

れ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
で
も
頑
張
っ
て
き

た
い
」と
喜
ん
だ
。

　
他
の
メ
ン
バ
ー
も
「
優
勝
の
瞬
間
は

実
感
が
な
か
っ
た
が
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
、
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
る
」（
穴

田
悠
人
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
個
人
的
に

は
実
技
③
で
発
電
機
を
崩
し
た
り
、
地

２
度
目
の
日
本
一
で
総
合
優
勝
し
た
海
陽
中
等
教
育
学
校
の
メ
ン
バ
ー

　
第
８
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
（
科
学
技
術
振
興
機
構
、

埼
玉
県
な
ど
主
催
）
が
、
３
月
15
～
18
日
の
４
日
間
、
さ
い
た

ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
と
サ
イ
デ
ン
化
学
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
ま
し
た
。
全
国
47
都
道
府
県
代
表
の
高
校
生
た
ち
が
チ
ー
ム

で
競
い
合
っ
た
結
果
、
愛
知
県
代
表
の
私
立
海
陽
中
等
教
育
学

校
が
３
年
ぶ
り
２
回
目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
初
の

２
度
目
の
日
本
一
で
す
。
ま
た
、
中
学
部
門
の
第
６
回
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
（
昨
年
12
月
）
で
も
優
勝
し
、
中
高
で
Ｗ
優
勝
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
２
位
は
前
年
優
勝
の
私

立
栄
光
学
園
高
校
（
神
奈
川
県
）、
３
位
は
滋
賀
県
立
膳
所
高

校
で
し
た
。
海
陽
中
等
教
育
学
校
は
、
５
月
31
日
か
ら
米
国
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
開
か
れ
る
「
サ
イ
エ
ン

ス
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ド
２
０
１
９
」
に
参
加
し
ま
す
。

学
実
験
で
は
土
星
の
大
き
さ
を
測
り
忘

れ
た
り
と
悔
い
が
残
る
。
最
終
的
に
優

勝
で
き
た
こ
と
を
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
感

謝
し
た
い
」（
岡
本
直
樹
さ
ん
・
２
年
）

▽
「
個
人
の
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

５
回
連
続
銀
メ
ダ
ル
。
ま
た
、
２
位
で

は
と
ド
キ
ド
キ
し
た
。
仲
間
と
一
緒
の

舞
台
で
１
位
に
な
れ
、
ジ
ン
ク
ス
を
打

ち
破
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」（
桜
田

晃
太
郎
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
レ
ー
ス
競

技
で
は
力
が
出
せ
ず
、
総
合
優
勝
は
無

理
か
、
と
話
し
て
い
た
。
他
の
競
技
で

挽
回
し
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
が
、
実

感
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
準
備
を
し

っ
か
り
し
た
い
」（
内
川
涼
介
さ
ん
・

私立栄光学園

度目の日本一

『第８回　科学の甲子園全国大会』　成績一覧
競　技 ・ 成　績 学　校　名

総合優勝（文部科学大臣賞・CIEE Japan/ETS TOEFL 賞） 愛知・海陽中等教育学校
総合２位（科学技術振興機構理事長賞・UL Japan 賞） 神奈川・栄光学園高校
総合３位（埼玉県知事賞・埼玉りそな銀行賞） 滋賀・膳所高校
総合４位（さいたま市長賞・武蔵野銀行賞） 岐阜・県立岐阜高校
総合５位（日本理科教育振興協会賞） 長崎・青雲高校
総合６位（しまむら賞） 愛媛・愛光高校
総合７位（AGS 賞） 宮崎・県立宮崎西高校
総合８位（タムロン賞） 岡山・県立倉敷天城高校
総合９位（ポーライト賞） 石川・県立金沢泉丘高校
総合 10 位（昭和技研工業賞） 兵庫・県立宝塚北高校
筆記競技１位（講談社賞） 愛知・海陽中等教育学校
筆記競技２位（内田洋行賞） 宮崎・県立宮崎西高校
実技競技①　１位（トヨタ賞） 滋賀・膳所高校
実技競技①　２位（ケニス賞） 青森・県立弘前高校
実技競技②　１位（パナソニック賞） 愛知・海陽中等教育学校
実技競技②　２位（ヤガミ賞） 東京・都立武蔵高校
実技競技③　１位（SHIMADZU 賞） 岐阜・県立岐阜高校
実技競技③　２位（ナリカ賞） 神奈川・栄光学園高校
企業特別賞（旭化成賞）
　優れたチームワークを発揮した優秀校 茨城・県立並木中等教育学校

企業特別賞（アジレント・テクノロジー賞）
　実技競技②で優れた実験スキルを発揮した優秀校 秋田・県立秋田高校

企業特別賞（学研賞）
　実技競技③で優れた設計・デザインを開発した優秀校 石川・県立金沢泉丘高校

企業特別賞（埼玉県経営者協会賞）
　１年生１名以上を含むチームの中の優秀校 埼玉・県立浦和高校

企業特別賞（スカパー JSAT 賞）
　実技競技①で優れた考察力を発揮した優秀校 長崎・青雲高校

企業特別賞（帝人賞）
　女子生徒３名以上を含むチームの中の最優秀校 岐阜・県立岐阜高校

企業特別賞（テクノプロ賞）
　筆記競技で独創的な発想にもとづく解答をした優秀校 宮城・宮城県仙台二華高校

２
年
）
▽
「
初
の
２
回
目
の
優
勝
、
初

の
Ｗ
優
勝
と
い
う
記
録
を
つ
く
れ
て
う

れ
し
い
。
結
果
は
８
人
全
員
の
力
に
よ

る
も
の
。
全
員
に
感
謝
し
た
い
」（
田

口
仁
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
先
輩
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
中
１
の
時
に
先
輩
が
優

勝
。
そ
の
時
か
ら
高
校
生
に
な
っ
た
ら

こ
の
大
会
で
優
勝
を
夢
見
て
頑
張
っ
て

き
た
か
ら
、達
成
で
き
て
う
れ
し
い
」（
平

石
雄
大
さ
ん
・
１
年
）
▽
「
実
技
③
で

も
事
前
に
あ
ま
り
参
加
で
き
ず
、
貢
献

で
き
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
先

輩
方
の
助
け
で
優
勝
で
き
う
れ
し
い
。

ア
メ
リ
カ
で
も
頑
張
り
た
い
」（
古
舘

勇
人
さ
ん
・
１
年
）
と
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
を
引
率

し
た
幡
本
陽
介
教
諭
は
「
学
校
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
指
導
し
て
い
ま
せ
ん
。
生

徒
個
人
の
資
質
と
全
寮
制
で
夜
間
も
み

ん
な
で
準
備
に
取
り
組
め
た
の
が
大
き

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

優 勝 の 喜 び

２位

滋賀県立膳所高校３位

愛知・海陽中等教育学校が総合優勝
―中学部門もW優勝の快挙達成―

「リベンジできた 努力報われうれしい」
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